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の一部を基礎 とし、大正十四年以來 数次の調査 に際 しての観察 を交 へて 作成 した も

のであるが猶將來二の實験並に研究 によつて明かにすべ き點も少 くないのであ る。

起草に際して 演習林長土井教授に多大 の御援助を賜 り、樺 太潮習林 主任森川助教

授並 に同所員各位の御助力に預つた ことが多い。

農學部長植 村教授 には拙文 を御 閲覧下 され種々の御教示 を賜つた。 妓 に前記諸先

生並に各位に厚 く謝意を捧 ぐる次第 である。

.(II)地 形 、地質 、土壊 及植 生 の概 要

幌登山は邦領樺太北部 に於 て敷香 岳、保恵山 に亜 ぐ高嶺 で保恵山 とは指呼の間に

屹立 して海抜高Io56米t)で あ る。東面ば幌 内川の平原 に臨み平地林の原生 大樹海 を

脚下 に{府轍 し、西 面は奥地 水源地域 に連な う、南面は 保恵山に封立して共 に保悪川

の關門を擁 し、北は木菟 山を経 て奥地 中央 山豚に連 り附近山岳林 一帯 と平地林 とを

比較視察 し得 る勝地 であ る。

地 形

幌登 山西 面の奥地 水源地域 に連 る側 面は極 めて緩斜であ るが 東面の幌内川平原に

対する側面は甚だし く急斜 で あつて、主要な嶺線 を山頂 より僅か に下れば 第 三紀 層

整層断崖 とな り、 これ よう急激 に傾斜 し、山脚 は段丘 となつて 更に 平地林に績 いて

ゐ る。此山頂附近の整層は 傾 斜約Io度 、走向南北 ごなつて居 るが 保恵 及幌 登山の

間に保 惑川を狡 む噺崖漢谷 では多 く水平の整層 をなして居て著 しい 搬曲構造は此川

岳地帯 では未だ見當 らぬ。 是等の整層状況 よう見て幌登山一精は一大背斜の脚 にあ

つて背斜軸の陥落に よる地形の如 くである2)。

又主要 なる山脈 及 これ より派生 する大 きな山嶺の嶺線は緩斜 であ るが両側 山腹は

30～40度 の急傾斜 をな して居 る。 從つて土砂 の崩壊、た落 箇所多 く崩雪 の痕跡を見

る地域が屡々ある。 故 に梢大な る渓流 では主要 谷線は山頂 水落附近 まで緩斜である

がそれ より山頂までは 急勾配 とな う、主要 谷線 か ら分岐 する左右の小漢 は急激 な傾

1)保 悪九大演習林事 務所の標高を129米 として實測 ぜ る値二であ る。

2)徳 田博 士;樺 太 島の地形及地 質に關 す ろ藪問題 、(地學雑 誌、昭和 四年)に 於て 一・大 向斜 原な るや

の疑あ りとぜ られて居 ろ。
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斜 とな う直線状の溝をなす場合が多 くある。

地 質

幌登山一帯は中生代 臼聖紀並に第三紀層、新第三紀層 及 第四紀層 よりなる。

白聖紀層は保惑 及 幌登 山の問 に保惑川を狭む峡谷附近 に露出 し濃緑又は淡緑青色を

帯ぶ る灰 色砂岩で薄層の暗荻色頁岩 叉砂 質頁岩 を挾 在して居 る。 此層の砂岩は一般

に其質堅硬で凝灰質 を帯 ぶ。

第 三紀層は基底に小礫 璽岩 登達 し白亜 紀 とは不整合 を劃す るごとくであ る。 大部

分は淡灰色砂岩、暗茨色頁岩 の薄い 互層 であ る。 叉幌登 山脚の保恵川 に近 き附近 に

は厚さ約1米 の粗悪 な炭層を露 はして居 る。

新第 三紀層(幌 内層T))は 第三紀層の上部 を覆ひ、下底は礫質砂岩の攣岩質 となり

上部 は固有の暗灰色頁岩が砂質 を増し砂質頁岩、砂岩 とな り質甚だ軟 弱で、風化面は

常 に水酸化鐵に よつて 汚染せ られて 往 々淀灰岩團球、人頭大砂岩の團塊、或は古期

岩石の水癬 した小粒の圓礫が墜岩状 こな り包藏 されて居て、是等は 幌登 山頂 の岩石

地帯及木菟 山頂附近の岩石地 に見 るこどが出來 る。 此層の砂岩は随所 に薄層 とな り

時には相當厚 き層 となつて頁岩が交錯 して居 る場合 もあ る。 此新第三紀層の軟 弱な

る質にして風化 し易い こごが甚だ しく植生の分布 に影響 して居る。

第四紀層は沖積、洪涌地が登達 して砂礫及粘土層を堆積す る場合が往々あ る。

土 壌

前述諸岩の崩壊、砕屑 こなつた ものであ るが大略次の三類 に区分 され る。

1)岩 石地 山頂一一帯の高嶺、河沿侵 蝕地帯 を占むることが多い。 幌登 山頂では比

較的大形な岩塊で普通直径2～3Q糎 か ら1米 位の もの もあ る。 其他局部 的に

断暦崖の崩壊 した大形暑塊の岩石地が各所にあ る。

2)礫 及確滑地 山頂、山背 及 断層崖の側 面に初生風化土 こして崩壊 し或は谷底 に

押出 された ものであ る。幌登 山登山道、木菟 山頂側等に多 く之 を見 る。

礫の大vさ は直径5～20糎 の大粒の ものより2～3糎 の砕居 となるものがあ り

細 土を不均一に含有 して居 る。 大粒の礫地は比較的移動性 あ り崩壊 も新 しいが

1)今 井博士;南 樺太炭田の暦位に就て、地學雑雑、昭和四年
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細粒 の砕屑地は1省安定状 態にあつ て傾斜は猶急である。

3)風 化 土 風化の度kと 位 置と1ζよつて次の三 とす る。

(イ)前 者 の運搬 並に雨雪の 洗條 作冊に よつて 谷溝、山所 に堆積風 化した十壌 で

細 土の含有量は比較的前者 より多い。 山岳地帯 の高所 で附近一帯 は表 士淺 く

或は 山骨露出 して居 る区域 なるに拘 らず、 此風化 士の堆積 した旺域のみは土

地 も深 く、有機物 の含有量は少ないが豊饒な る状 態である。 極 めて小区域 で

あるが所 謂Alpenhumusb・den')こ なつて木菟 山頂側、第 一i支流の上部、幌登

lll道等 に見 るこごが出來 る。

(ロ)風 化土は厚い層をして水分の滲透 よく、有機質を 多 く混ず る土壌であ る。

山麓地帯か ら中腹部 の地帯 を占め、多 くエゾマ ツ、 トドマ ツ 林 をなし山蹄林

の大部 を占めて居 る。

(ハ)粗 腐植土を有 す る粘 土質の土壌で、塞氣の疎通悪し く強酸性 を呈 し、長 く

停滞す る水分 のあ る灘地化 した緩 斜地であ る。 第一支流の平坦部で山lii・林 と

連続する附近に この實例 を見 る。

上記の如 く此山岳地帯の土壌 は母岩の砕 暦 となつた 新鮮 な初生風化十壌 か ら粗腐

植 土を有す る林地 に至 るまでの各生成過程 であ る

母岩 一 →礫 一→ 砕暦一 →風化=ヒ(砂 質、粘土質)一 一・灘地化

の各階程 を随 所に見 るこごが出來 る。 これは母岩が新第三紀層の脆弱な、風化 され

易い質の砂岩 及 頁岩で 且地形急酸 に して崩壌 し易 く、初生 風化土は急 に下方 へ運搬

され雨雪 に よる洗1條作用が行はれる等、主 として機械的作用 に よつて 生 成ぜられて

居 る。

植 生 の 概 況

植生は これを前記の土壌琶分に よつて相違す るこごが著 しい。

(1)岩 石地の植生 幌登 山頂 及断崖側面の崩壊地 等の僅少な面 横を占めて居 る。器

石の蟲裂 間、岩石間の砕屑等の比較的乾燥 で生理的 に も養分 少ない 箇所に生ず

 1) Schröter; I)as pflanzenleben des Alpen. 5. 127.
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る 矯 小 型 な 植 物 で 多 くは 散 生 で あ る 。 優 先 種 こ し て 生 じて 居 る も の よ り も 寧 ろ

此 岩 石 地 に も 耐 久 し 得 る生 活 型 の も の が 多 い 。

地 衣 類(主とし てClad・nia)最 も 多 く 岩 石上 に 密 生 し 、其 他 ニ ホ ィ シ ダ 、 ヒ ヒ

ラ ギ シ タ㍉ ミ ヤ マ イ ハ デ ン タ㍉ エ ゾ ヒ 毛 カ ヅ ラ、 チ シ マ ラ ツ キ ヨ ウ 、 カ ラ フ ト

ミ セ バ ヤ 、 シ コ タ ン サ ウ 、 ヤ マ ハ ナ サ ウ 、 ウ ラ ジ ロ キ ン バ イ、 チ シ マ ゲ ン ゲ 、

カ ワ ラ ナ デ シ コ、 カ ラ フ ト ビ ラ ン ヂ 、 カ ラ フ トマ ン テ マ 、 タ カ ネ ガ リ キ ス 、 オ

キ ナ グ サ 、 ツ メ ク サ 、 ヒ メ ジ ヤ コ ウ サ ウ 、 キ ク バ ク ワ ガ タ 、 カ ハ ラ マ ツ バ 、 タ

カ ネ オ ミ ナ ヘ シ、 ホロトサウ 、'ホ ソ バ ノ イ メ ギ キ ヨ ウ 、 チ シ マ ア サ ギ リサ ウ 等

φ

は幌登 山頂及附近噺崖岩石地 に一般に見 るもの であ る。

エ ゾマツは各所の岩石地 にも往 々生育 して居 るが 幌登 山頂では岩石上 を旬旬 し

下枝のみが儂 つて樹 高は僅か1・5米 の罎生 と参b・ 樹梢は殆んど枯死 乙圭軸は

地上40～50糎 で既に数 條に分枝籏出して極 めて崎形 を呈 して居 る。 トドマツ

は山頂一帯 には認む るこごを得ぬ 。 エゾノダケカ ンバ は殆ん ど山頂附近の若石

地 まで點生 して居 るが風衝の強い山背 を避けて少し く下方 に生 じて居 る。 ミヤ

マハンノキ は岩石地一帯 に漢谷か ら山頂 まで生 じ、樹幹は地上 を廣 く葡旬 して

共梢端は2～3米 も直立 して居 る。 ハ イマ ッは山頂附近岩石地帯 の殆ん ど大・部

を占め ミヤマハ ンノ キ と共に山頂の特殊景観 を呈 し、ハイマツは多 く山背及 向

陽 の地 に、後者は一般 に谷蓮 の山腹 によく生 立して居 る。'

幌登山頂附近 に モ ンゴ リナラの藪株 が綾生 して居 るのは珍 とす る。

(2)礫 土及埣屑地の植生 断崖 及 山背側面等の崩壊 堆積地、押出地 にして未だ移動

し或は静 止しつ ゝある土地に生ず る植物 種類は 優洗 種 と稔 し得 るもの多 く、初

めは初生風化の 礫中に鋤生 し次第に繁茂 して 後 には 附近一帯 を掩ふ に到 るも

のが多い。 禾本科(ノ ガ リヤス属、ヤマカモジクサ、 カラフ トドジヨウツナギ、

カラフ トイチゴツナギ)イ チゴ鳳 ナデシコ属、ク ワガタ厩、 ヨモギ属 特 にハ

ンゴンサウ、 ヨブスマサウ、イ ラクサ、ウラジロタデ 等は 大群落をな し、柳類

ミヤマハ ンノキ、カンパ類、ウ ツギ類 の木本 もよく生育 して礫土及砕屑地 の安定

を支持する作用 をなして居 る。 此等の種属 には腐植土 ご水分 とを要求す るもの
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もあ るが、根 を廣 く分 根 して 直根 を深 く土中 に侵入 し土石 の移 動 を支 持 して居

る もの を度 々見 る。

礫 土 及砕 屑 土 の植 生 に類 す るものは谷 及河沿植 生 で、主 として ヤナ ギ類 、・・ンノ

キ類、エ ブ ヌカボ,力 毛 ジクサ、アカ ンカサス ゲ、エ ゾアぜス ゲ、ヨモギ 類 、ヨブ

ス マサウ、アキ タ ブ キ、ホ ロナ イブ キ等 の大 型 の植物 であ つて陽性 の特 徴 を示 す

もの が多い 。

(3)風 化土 の植 生 ・

(イ)山 頂 に近 き初生 風化 土の梢 淺 い土地 で傾 斜 も急 な処 は禾本 科(イ チゴ ツナギ、

イ ワノガ リヤ茎等)石 南 科(キバ ナ シヤ クナグ、 エ ゾ ッツジ、 ク ロマ メノ キ、

コケ毛毛、 エ ゾノ ツガザ ク ラ)ガ ンコウ ラ ン等 の 密生 地 であ る。

風 化土 の梢深 い威 では 地下 董 及大 型 の根 を 有 す る蘭科 ・百合科(エ ゾス カ シ

ユ リ)ク ノレマユ リ、 チ シマ アマ ナ、 カ ラフ トサ ウ、 チ シマ セ キシ ヨウ、 カ ラ

フ トァヲヤ ギサ ウ、 オ クハ クサ ンチ ドリ、 チ シマニ ンジ ン)或 は大型 な芽 を

有 す るチ シマ キ ンバ イ、エ ゾ キンバ イ、 エ ゾカ ンザ ウを生 ず る。 地 形上 風化

土の堆積 した山腹 の 凹所 等 で 是 等 の植 物 が 六 七月の 候 に一 時 に開花 して御花

畑 をな し 美 麗 で あ る。 北 面 した 谷 及 山頂附近 の凹所 では 夏 期 渥 くまで 積 雪

を残 し、其 附近 は 細土 及砕屑 が厚 く堆積 し水灘停 滞 して大型 の灘性 植物(バ イ

ケ イサ ウ、 ミズバ セ ヲ・シユ ロウサ ウ等)が 附 近の植 物 よ りも甚 だ涯 れ て発芽

す るこ ごを木 菟 山頂 附 近 に見 るこ ごを得 る。

(・)前 者 よ り更 に風 化土 の 厚 き層 をな して、 透 水 よ く腐植 土 を相 當 多 く有 す る土

地 で傾 斜 は急 斜 乃至 緩斜 地 とな6、 概 して エ ゾマ ツ、 ト ドマ ツ 林 をなす区域

で あ る。此 帯上 部 の 山頂 に近 き慮 で は エ ゾマ ツ、 ト ドマ ツ の森 林 限 界 をな し

林 木 の生長 遅 緩 とな り平地林 の エ ゾ マツ、 ト ドマ ツ の生 長 に比 すれ ば氣 候的

影 響 の甚 だ し さが窺 は れ る。

山麓 の下部 平 坦 林 に連 つ て居 る所 は 一般 にエ ゾマ ツ、 ト ドマ ツの老齢 林 で あ

るが、 局 部的 に狭 きはo【IS百 よ り廣 きはIo～15階 の廣 さに更新 され た エ ブマ

ツ、 トドマ ツの壮齢 一 齊林 が 多数 に散在 して、 これ を 山頂 より傭鰍 すれば 此
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等飛齢林が細胞 状に分布 して居 るのを見 ることが出來 る。

エ ゾノダヶカンバ、コバノ シラカバの混淆 が多い ことも地帯の一特徴であ る
。

エゾマツ・ トドマツ林中 では コケ類(主 として1'01ytricum)密 生 し、地表植物

の種類 及被覆度多い庭 もあ るが平坦林に比 して一般 には少ない。 羊歯類は山

麓地帯の一部 を除い ては 山岳林 には甚だ稀 であ るり。 この地帯 にも林内所 々

にク ロウスゴ、スノ キ等の灌木を生ず る箇所があ るが 平地林 の如 く被覆度 の

大 なるものではな く局部的に漏潤地 こなつ て居 る庭である。

(ハ)平 坦地 で水分の停滞 する過灘 な地は特 に ミズゴケを生 じ グイマ ツの生育地 と

な り灘性植物(ヤ マ ドリゼ ンマイ、ミズバセウ、バイケイ サウ)を 生 ず る。此等

の状況は第二平坦部第六林 班の山岳林に連 る附近 で見 らるる。

前述の如 く山岳林は極めて小範囲 の面積に於 て植生 の憂化 を現 はし、岩石地植生

か ら極端な灘地化植生 に至 るまでを包含 して居 るが、其種類 は岩 石地に生す る乾性

及高 山性の特殊の ものを除いては準 ツンドラ地帯 及平坦部に生 す る植物種類を多 く

生 して居て、土地の高度 に よる地表植物の種類変化 が除6著 しくない2)。然 し植生憂

化は前述の如 く初生風化土の深淺、移動状態、透水状態並に腐植質量、土壌反応 等 各

種の要素に 關係するこごは 勿論 であ るが、本 山岳地帯 の如 く比較的小地域で氣象關

係 も殆んど同一條件な る地域 では 主 として土地の状況 特に地形、傾斜、山背の方 向

等 に支配 され ることが多い。

(Ⅲ)エ ゾ マ ツ、 ト ド マ ツ 林

分 布

幌 登 山 一 帯 ば 山頂部 の ハ イマ ツ、 ハ ンノ キの生 育 地 帯 を除 い ては全 部 エ ゾマ ツ、

トドマツを以 て掩 はれ て居 る。 共 占領 面 積 を幌登 山 を廻 る四個 の谷 に就 て 見れ ば次

の如 くで あ る(第 一 圖参 照)。

1)上 田弘一鄭 植生型より見たろ樺太天然林の研究、京都帝國大學演習林報告第六號3頁

2)前 据 演習林報告 第一號


